
こ
の
広
報
は
、町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
平
成
28年

度
共
同
募
金
の
配
分
金
を
財
源
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
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指
先
を
使
っ
た
作
業
で

脳
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う！

介護予防デイサービス



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
年
の
初
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
、
中
で
も
九
州
北
部
の
豪
雨
災
害
で
は
多
く
の
犠
牲
者
や
家

屋
の
倒
壊
な
ど
が
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
う
社
会
福
祉
法
人
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
経
営
組
織
の
統
率
や
財
務
規
律
の
強
化
、

地
域
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
公
益
的
な
取
組
み
等
目
指
し
、社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、「
定
款
」
や
「
規
程
」

の
大
幅
な
改
正
並
び
に
新
た
な
規
程
の
制
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
に
対
す
る
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
、
予
算
等
の
削
減
な
ど
も
あ
る
中
、
本
年
四
月
に
は
医
療
保
険
制
度
や

介
護
保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
く
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
地
域
福
祉
推
進
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
し
た
地

域
づ
く
り
や
就
労
支
援
、
或
い
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
た
地
域
公
益
活
動
の
推
進
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
福
祉
を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
調
整
力
・
行
動
力
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
幸
福
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
個
人
や
家
族
だ
け
で
は
で
き
な
い
生
活

上
の
問
題
や
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
福
祉
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
町
行
政
を
は
じ
め
、
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
、
地
域
福
祉
を
目
的
と
す
る
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
課
題
を
共
有
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
こ
そ

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
安
ら
ぎ
の
あ
る
地
域
づ
く
り
、
田
舎
づ
く
り
を
目
標
に
、
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
邑
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
日
野
原��

哲
夫���

　社協では、ボランティアさんの協力を得て配食
サービスのお弁当に月一度、絵手紙を添えてお届
けしています。
　毎月はがきには季節を感じさせる絵と真心が込
められた優しいメッセージが添えられています。

今月の絵手紙 協力ボランティアグループ
 「高原絵手紙文通サークル」
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　ひとり暮らし高齢者の会の『交流・忘年会』が、
去る11月30日（木）に開催されました。天空の宿
おおなんいこいの村しまねの会場ホールには132名
の参加者が一同に会し、盛大に年忘れの宴が行われ
ました。年間２回行われるこの邑南町全体会は、友
人や旧知の方々と交流する良い機会になったり、普
段は会うことのない方でもこの会で顔を合わせることで「町内で一人暮らしを頑張って
いる人がこんなにいる！」と仲間意識の芽生えにつながったりすれば幸いです。
　今回の催しは演劇鑑賞を行いました。益田市、浜田市、江津市等の有志で活動を行
なっておられる“石見国くにびき18座”さんに来ていただき、戦時下の激動の時代環
境の中、困難を乗り越えて希望を見失わずに生きた人々の姿を迫真の演技で披露してい
ただきました。劇団の皆さんも平均年齢70代以上で、体にむち打ちながら老化予防の
ためにもセリフ暗記や劇中の動作の練習をがんばっているとのことでした。鑑賞者から
は経験談もあり、「困難な時代を知らない年代にも影響を与えていってほしい」旨の感
想もあり、参加者お一人おひとり（われわれ事務局も含めて）が共感できるものがあっ
たのではないでしょうか。劇団の金田サダ子さんは「いろいろと有名な邑南町で演じる
ことができて、私たちも励みになりました。」と町民にエールを残されました。
　邑南町には各地域にひとり暮らしの会（羽須美地域：ほたる会、瑞穂地域：いなほ
会、石見地域：さつき会）があり、こちらも年間を通して交流会や日帰り研修旅行など
活動をしています。対象の方で興味がおありでしたら、各地域の世話人さんまたは社協
までお問い合わせください。

　12月31日（日）、町内ひとり暮らし高齢者の方を対象に、年末おせち配食事業が行
われました。この事業は、歳末たすけあい募金の配分金を財源に、民生児童委員協議会
と社協の共催事業として毎年行っています。
　鮮やかな料理にあたたかい絵手紙を添え、民生
委員さんがひとりひとりのお宅を訪問し声を掛
け、配食することで一年の締めくくりを見守りま
した。
　今年一年も、皆様にとって住民相互の繋がりを
実感できる良い一年となりますようお祈りいたし
ます。

ひとり暮らし高齢者の会
「交流・忘年会」を開催しました！

お問合せ先　社会福祉協議会　℡84－0332

民生児童委員協議会との共催事業

ひとり暮らし高齢者の方へ「おせち料理」をお届けしました。
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各地域で搗いたお餅は、ひとり暮らし高齢者世帯等にお届けしていただきました。
町民の皆さんにご協力いただいた平成29年度「歳末たすけあい募金」を財源として行っています。

12/2　口羽地区社協

12/23　市木地区社協

12/25　高原地区社協

12/19　矢上地区社協

12/9　阿須那地区社協

12/10　田所地区社協

12/23　井原地区社協

12/23　日貫地区社協

12/17　出羽地区社協

12/17　中野地区社協

12/23　日和地区社協

地域歳末
餅つき交流会

アル
 バム

よいしょ
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　12月９日（土）、権利擁護センターでは支援員として登録いただいている方々を対象
に、日頃の支援活動で抱えておられる悩みや問題解決の糸口にしていただきたいと考え
「法人後見従事者スキルアップ研修会」を開催しました。

■成年後見制度の概要と障がい特性の関わりについて
　人は日々の生活の中で「契約」をします。自動販売機でジュース一本
買うことも契約です。そんな契約社会と言っても過言ではない今の世の
中で、障がいを持つ方々が「自分らしい」生活を送るために成年後見制
度が必要なのです。利用者の方の中には煙草やお酒、パチンコといった
支援者側から見たら不必要なものであることも、その人にとっては必要
で生活の中で一番大切なものかもしれません。その気持ちを否定せず、
共に考え行動してくれる人こそが利用者の方々が求める支援者の在り方
だと考えます。

■町内における成年後見人の受任について
　町内には成年後見制度を必要としている方が多くいらっしゃいます。
権利擁護センターには審査委員会がありこの制度を必要としている方の
受任者を決める組織があります。行政書士や社会福祉士のように資格を
持った専門職が受任するにも限界があり多く受任できるものではありま
せん。そこで必要なのが法人受任の社協です。社協がより多くの受任が
できるようになるためには支援者のみなさんの協力が必要なのです。

■相談事業所の役割について
　町内には3つの相談事業所があります。相談事業所は福祉に関する
様々な問題について相談に応じ、福祉サービスの利用支援等行うほか権
利擁護のための必要な援助も行います。支援の中での何気ない会話が、
その人の持っている能力を引き出すことや問題解決に繋がることもある
ので、支援の中で気づいた事や情報を共有できたらと思っています。

権利擁護センターでスキルアップ研修会を開催！

－講師－
社会福祉士

阪田健嗣さん

－講師－　司法書士／植田弘樹さん

－講師－　社会福祉士／下田浩士さん

権利擁護に関する相談先／邑南町権利擁護センター ℡84-0332

各講師からの講義内容とメッセージを紹介
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本部たより
社会福祉法人邑南町社会福祉協議会 

本部　事務局長　甲村　正樹
邑南町高見485番地1／TEL84-0332

　本部（高原）には４つの課の職員がおり、毎日町民の皆様のために
活動しています。その内容を、ちょっとご紹介します。

地域福祉課（７名）　　　　　　　　　　　
★各種機関･団体･組織等との連携･調整･支援
★福祉教育　★権利擁護事業
★各種相談事業
★ホームページの掲載　
★シルバー人材センター事業など、
その他にもたくさんの仕事を
しています。
その中で…

訪問事業課（２名）
★福祉用具貸与事業　★福祉用具販売事業
いろいろな種類の福祉用具があります。
その中で…

総務課（４名）
★法人の運営　★経理、労務関係など、
社協全体の運営･管理に関する仕事をしています。
その中で…

在宅福祉課（15名）
★介護予防のデイサービス
★要支援の方のデイサービス
★配食サービス
本部（瑞穂）、雲海（石見）
東部サービスセンター（羽須美）
の３か所でおこなっています。　
毎回いろいろなメニューを
考えています。その中で…

相談内容ランキング　
 1位  生活にかかるお金について
 2位  高齢になって困っている事
 3位  自分の財産管理や権利について

好評メニューランキング　
 1位  足湯
 2位  体操
 3位  ゲーム・レクリエーション

福祉用具販売ランキング　
 1位  ポータブルトイレ　
 2位  浴槽台
 3位  シャワーチェアー福祉用具貸出ランキング　

 1位  ベッド　　
 2位  ベッドの付属品（手すり等）
 3位  歩行器

配食好評メニューランキング
 1位  ちらし寿司・炊き込みご飯
 2位  肉じゃが
 3位  高野豆腐のオランダ煮

取り組みランキング
 1位  定款・各種規程の変更
 2位  邑南町社会福祉法人・医療法人総合案内冊子の作成
 3位  財務諸表等電子開示システムによる公表

シルバー人材センター作業依頼ランキング
　　　　　　　　 1位  除草（草刈）作業
　　　　　　　　 2位  蜂の巣駆除　
　　　　　　　　 3位  剪定作業
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2月 行　　　事 開 催 場 所
1 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
2 金
3 土 瑞穂地域子育てサロン 元気館 10時～11時半
4 日 福祉の学び合い人権教育講演会 田所公民館 13時半～15時
5 月
6 火 肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時
7 水 こころの健康相談 矢上公民館 13時半～15時半
8 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
9 金 奨学生募集締切日
10 土
11 日 建国記念の日
12 月 振替休日
13 火
14 水
15 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
16 金 こころの健康相談 県央保健所13時半～15時半
17 土 司法書士相談 社協本部　10時～
18 日
19 月

20 火 肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時
石見地域子育てサロン 矢上交流センター 10時～11時半

21 水
22 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
23 金
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水

 2月

平成30年度新入生募集を開始

各種相談会に関するお問合せ先
※日程等が変更になることもあります。事前の予約が必要です。

こころの健康相談
県央保健所窓口　☎0854-84-9823

エイズ・肝炎相談・検査
県央保健所窓口　☎0854-84-9826

　「くにびき学園」では、平成30年４月
入学の新入生募集を開始しました。 幅広
い分野の学習活動と仲間づくりを通して、
新しい生きがいを見つけませんか。 
●入学資格 
　県内在住、満60歳以上で地域活動に意
欲的な方。 
●募集学科 
　社会文化科･園芸科･陶芸科･健康福祉科 
●定　　員 
　西部校：各学科20名（計80名） 
●修学期間 
　２年間（平成30年4月～平成32年3月） 
　登校は年間40日 
●登校日／場所
　西部校：毎週金曜日／いわみーる（浜田市）
●授業料等
　入学金：10,000円 
　授業料：年額18,000円 
　傷害保険料：年間1,200円程度　
●出願期限　平成30年３月５日（月）

司法書士相談会のご案内

　開催日：2月17日㈯ 10時～
　場　所：社協本部（高原）
　相談員：司法書士　日野　稔 氏
　申込先：社会福祉協議会

℡84-0332まで

予約が必要です

６０代からに学びと生きがいの発見の場

お知らせカレンダー

詳しくはP8をご覧ください！

受付期間：平成30年1月11日（木）～2月9日（金）

社会福祉協議会 ☎84-0332 ☎050-5207-5434までお問合せ先

平成30年度奨学生募集!!
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講師プロフィール
1945年、父親の赴任先中国天津で生まれる。小学2年生の時、網膜剥離で
失明。岡山県立岡山盲学校小学部3年編入。東京教育大学盲学校教員養成課
程卒業後、岡山県立岡山盲学校教諭となり、同校高等部の教頭を経て退職。
その後、社会福祉法人岡山ライトハウス理事長、社会福祉法人岡山県視覚障
害者協会理事を現任している。
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井
　
修
子
　
様

泊
　
　
里�

平
岡
喜
美
江
　
様

下��

京��

町�

松
川
　
成
治
　
様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

馬
野
原
下�

上
田
　
賢
和
　
様

矢��

広��

原�

石
橋
一
二
三
　
様

〔
一
般
寄
付
金
と
し
て
〕

上��

ヶ��

畑�

笠
井
　
卓
二
　
様

矢
　
　
上�

一
九
む
つ
み
会
一
同
　
様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

十
日
市
住
宅�

皆
川
　
　
隆
　
様

　
多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
児
童
福
祉
推
進
事
業
を

は
じ
め
と
し
、
地
域
福
祉
推
進

（
地
区
社
協
へ
の
助
成
等
）
の

組
織
化
及
び
活
動
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
29
年
12
月

一 

般 
寄 

付 

金

一 

般 
寄 

付 

金

入場無料。どなたでもご参加いただけます！

福祉の学び合い

人権教育講演会

●日時　2月4日（日）            13時半～１５時
 ●場所　田所公民館
 ●講師　竹内昌彦先生            社会福祉法人岡山ライトハウス理事長

主催　瑞穂中学校ＰＴＡ・田所公民館・邑南町社会福祉協議会

「
私
の
歩
ん
だ
道
」

　 

～
見
え
な
い
か
ら 

見
え
た
も
の
～
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